
北海道留萌管内地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の主な課題

○調査の主な内容

○地域公共交通の現況

北海道留萌管内８市町村（留萌市、増毛町、小平町、苫前町、羽幌町、初山別村、遠別町及び天塩町）は、北海道の北西に位置して日本海に面し、
人口43,050人（令和2年国勢調査）、総面積3,445.89㎢であり、基幹産業である農林水産業では、酪農や稲作が盛んであり、ホタテ貝の産地としても知
られている。地域内の路線バスは、人口減少、コロナ禍による運賃収入減少、運転手不足、市町村負担の増大など路線の維持・確保のための課題が
山積しているほか、令和5年3月末まででJR留萌本線石狩沼田-留萌間が部分廃線となることを踏まえ、地域公共交通のあるべき姿を見据え、持続可
能な公共交通ネットワークの構築に向けた「北海道留萌管内地域公共交通計画」を策定するもの。

概 要

○地域公共交通活性化協議会 開催状況

4月 設立協議会(書面) ※関係規程、予算承認、スケジュール等
8月3日 第２回協議会(オンライン) ※路線バス分科会設置、各種調査内容承認等
9月27日 第1回路線バス分科会(羽幌町開催)※路線バスの方向性の検討
11月18日 第２回路線バス分科会(オンライン) ※各種調査結果の確認、幌延留萌線の方向性
11月28日 第３回協議会(オンライン) ※同上、計画原案(一部たたき台)の検討
1月 分科会 及び 協議会 ※計画原案の協議
3月 分科会 及び 協議会 ※計画素案の協議・承認

・地域公共交通実態調査(鉄道、バス、フェリー、タクシー、その他交通資源)
・住民及び観光客の移動実態・ニーズ把握調査（アンケート調査など）

・高齢者や学生など、生活に不可欠となる移動手段の維持・確保
・利用者の減少や運転手不足を踏まえた、利用促進や担い手の確保
・移動ニーズに対応した運行体制の構築や、接続性の確立

・鉄道 留萌本線(留萌-深川間) ・高速バス 特急はぼろ号、特急ましけ号、高速るもい号
・地域間幹線系統 幌延留萌線、留萌別苅線、留萌旭川線
・広域生活路線 羽幌留萌線
・市町村単独補助路線(単独) 留萌峠下線、上平古丹別線、別苅雄冬線、天塩更岸線
・市町村単独補助路線(広域) 初山別留萌線、羽幌古丹別線、豊富羽幌線

・羽幌沿海フェリー、タクシー(6社)、各市町村内路線・デマンドバス等
公共交通概要

留萌地域

令和４年４月22日設置

羽幌沿海
フェリー

(羽幌町⇔天売・焼尻島)



北海道留萌管内地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

【計画策定の趣旨及び地域概況の整理】
・上位・関連計画等の整理及び本計画の位置付け
・地理・地勢、人口動態、生活機能施設の分布、通勤・通学の状況

【地域公共交通実態調査及び住民・観光客の移動実態・ニーズ調査】
（１）地域公共交通実態調査
・鉄道、バス、フェリー、タクシー、その他交通資源の運行状況を調査
・路線バスについては、課題抽出の判断材料となるよう、乗客数の推
移や収支状況を確認

主な路線バスの乗客数の推移

各市町村内で運行する公共交通ネットワーク

デマンド交通
実証運行(R4 11～12月)
福祉有償運送事業

地域内フィーダー系統
・上遠別線
・清川線

初山別村地域公共交
通対策事業
しょさまる号

羽幌町内循環線
循環バスほっと号
羽幌港連絡バス
観音崎らいな号

・羽幌古丹別線
・上平古丹別線

小平町
デマンドバス

留萌市内近郊線
(Aコース)
日東団地線
温泉施設送迎車両
おんせんタクー留

有償運送事業 あっぷるハイヤー
早朝・夜間の予約制乗合タクシー
(JR留萌線接続)
・上遠別線
・清川線
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北海道留萌管内地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

（２）住民・観光客の移動実態・ニーズ調査
①住民アンケート調査
・管内住民を対象に２，３００世帯（１世帯３人上限）に送付し９８０世帯
(４２．９％)より回収、公共交通への関心の高さが伺えた。
・アンケート結果から、公共交通の利用者は多いとは言えず、また便
数や待合環境への不満が見受けられたが、一方で運転が困難になっ
場合の移動手段にバス等を利用したいとする回答が多数。

●事業の結果概要

①～③
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0.2%（3件）

0.2%（4件）

④利用なし

74.4%（1,427件）

58.9%（1,130件）
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凡 例

a)JR留萌本線

b)沿岸バス特急はぼろ号

c)沿岸バス特急ましけ号

d)中央バス高速るもい号

e)沿岸バス・道北バス留萌旭川線

f)沿岸バス幌延留萌線

g)沿岸バス留萌別苅線

h)沿岸バス羽幌留萌線

i)沿岸バス初山別留萌線

j)沿岸バス豊富羽幌線

k)小平町達布線

l)遠別町清川線

m)遠別町上遠別線

①週に数回利用 ②月に数回利用 ③年に数回利用

公共交通の
利用・認知状況
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凡 例

a）バスの便数(n=147)

b）始発時刻(n=147)

c）最終時刻(n=147)

d）バスに乗っている時間の長さ(n=147)

e）運賃(n=147)

f）自宅と停留所間の距離(n=147)

g）目的地と停留所間の距離(n=147)

h）停留所の待合い環境(n=147)

i）車両への乗り降りしやすさ(n=147)

j）バスルートの分かりやすさ(n=147)

k）総合評価(n=147)

路線バスへの
満足度

①バス等の利用
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凡 例

②19～29歳(n=50)

③30～49歳(n=334)

④50～64歳(n=391)

⑤65～74歳(n=333)

⑥75～84歳(n=147)

⑦85歳以上(n=19)

不 明(n=36)

合 計(n=1,310)

運転困難の際の移動手段



平成○○年○月○○日設置
北海道留萌管内地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

（２）住民・観光客の移動実態・ニーズ調査
②路線バス乗降調査
・幌延留萌線などの路線バスについて乗降調査を実施し、平日及び
休日の各路線の利用状況を整理。
・幌延留萌線では南部で比較的利用が多く、また休日の利用が少ない
など実態が明らかとなった。

●事業の結果概要 ③乗客ヒアリング調査
・乗降調査時に、バス車内で乗客を対象に実施。計8路線・816人から
回答を得られた。
・ほとんどの路線で利用頻度が高く、とりわけ高校への通学利用が多い
など、バス路線が利用者の生活に不可欠な状況が浮き彫りとなった。

④来訪者webアンケート調査
・来訪者は道内・道外いずれも5月～9月に集中、交通手段では自家
用車とレンタカーが多数。
・公共交通を利用しない理由としては、自動車の便利さが多数。

乗降調査総括図（平日）
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3.6%

8.3%

5.6%

9.1%

30.0%

33.3%

⑤月に

数回

12.9%

8.2%

16.7%

5.6%

12.6%

10.0%

⑥年に

数回

12.5%

5.5%

5.6%

8.3%

27.4%

不明

4.5%

1.3%

25.0%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

①幌延留萌線(n=287)

⑤留萌別苅線(n=317)

②羽幌留萌線(n=110)

③初山別留萌線(n=36)

④豊富羽幌線(n=36)

⑥小平町達布線(n=20)

⑦遠別町清川線(n=4)

⑧遠別町上遠別線(n=6)
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北海道留萌管内地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

【計画の全体構成について】
・計画では、現状から問題点を洗い出し、諸課題を見通すことによりあるべき
地域の公共交通の将来像を設定。
その実現に向け基本方針・目標を定め、それらを達成するための手段となる
施策・事業計画を整理。
・路線毎の維持・確保方針の設定については、事業計画として明記し、計画策
定後も協議会で継続して検討。

【幌延留萌線（地域間幹線系統、沿岸バス（株））】
・主に通学・通院等に利用される地域にとって不可欠な路線。
・効率的な運行や利用促進を図りながら、引き続き地域間幹線系統補助を活
用した路線の維持・確保に向けた検討を進めていく。

【留萌別苅線(地域間幹線系統、沿岸バス(株))】
・主に通学・通院等に利用される地域にとって不可欠な路線。
・効率的な運行や利用促進を図りながら、引き続き地域間幹線系統補助を活用した路線の維持・確保に向けた検討を
進めていく。

【留萌旭川線(地域間幹線系統、沿岸バス(株)・道北バス(株))】
・ＪＲ留萌本線の部分廃線に関する関係市町の協議状況を踏まえながら、現在の交通体系の維持に向けて検討・調整を
進めていく。

【羽幌留萌線(広域生活交通路線
(道と市町村の協調補助)、沿岸バス(株))】
・主に通学・通院等に利用される地域にとって不可欠な路線。
・効率的な運行や利用促進を図りながら、引き続き広域生活交通路線補助を活用した路線の維持・確保に向けた検討を
進めていく。

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

【計画の全体構成(案)】
①計画の趣旨・位置付け

(他計画との関連)
②地域の概況
③地域公共交通の現状
④地域の移動特性・ニーズ
⑤地域公共交通をとりまく現状と課題
⑥基本的な方針及び計画の目標
⑦目標を達成するための施策・事業
⑧計画の進行管理



北海道留萌管内地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

計画どおり適切に事業は実施されており、所期の成果が得られる見通し。

●事業実施の適切性

・事業は、計画どおり実施されている。
・引き続き事業の完了に向けて取り組んでいただきたい。

・複数地域全体の地域公共交通計画を策定するのは調整に労力を伴うが、区域内の状況を踏まえつつ、計画を確実に策定いた
だきたい。

・なお、その際には、公共交通事業の収支率や公的資金投入額などの事業効率の改善等についても検証していくことをご検討
いただきたい。

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果

【初山別留萌線(沿岸バス(株))】
【羽幌古丹別線(沿岸バス(株))】
【豊富羽幌線(沿岸バス(株))】
・主に通院・通学などに利用される地域に必要な生活路線。
・複数市町村を運行し、地域間幹線系統に接続する市町村単独補助路線。
・関係市町村の意向を踏まえ、検討・調整を図る。

【予定スケジュール】
・１月 法定協議会(計画原案協議)
・３月 法定協議会(計画素案協議)
・４月 パブリックコメント
・５月 法定協議会(計画策定承認)

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針


